
【2019年度予算】
（教育活動収支）
 教育活動収支は、181,327千円の収入超過となります。主
な収入である学生生徒等納付金は、学生数8,946人を想定
して、9,683,360千円を見込んでいます。主に入学検定料で
ある手数料は540,700千円、寄付金は、奨学基金充実のた
めの寄付金や父母の会等からを見込んで、92,000千円とし
ています。経常費等補助金は、414,850千円を見込んでいま
す。付随事業収入は212,150千円で、主な内訳としては、寮
費収入（敬和館費他）が110,000千円、受講料改定となる
オープンカレッジ受講料収入を99,000千円としました。雑収
入351,644千円の主な内訳は、退職金財団交付金26 
6,000千円、施設設備利用料66,000千円となっています。
　支出の人件費については、教職員数の推移等を考慮して
5,991,107千円、教育研究経費は、能動的学修・自律的学
修の推進、学生の学修実態と成果の把握、キャリア支援の
強化、施設改修を含む食環境の整備、国際化・グローバル化
の推進など（詳細は11ページの主要事業計画で説明してい
ます）4,559,084千円、管理経費は、563,186千円を計上し
ています。

（教育活動外収支）
　教育活動収入は、奨学基金の運用収入等の合計27,8 
83千円です。教育活動外支出は、借入金等利息7,975千
円となり、教育活動外収支差額は、19,908千円となります。そ
の結果、経常収支差額は、201,235千円を見込んでいます。

（特別収支）
 特別収入は、現物寄付及び私学振興・共済事業団からの利
子助成や法人負担金収入の合計36,137千円となります。
特別支出は、法人負担金支出107,120千円となり、特別収
支差額は△70,983千円となります。
 事業活動収支全体では、事業活動収入が11,358,724千
円、事業活動支出が11,258,472千円となり、基本金組入
前当年度収支差額は100,252千円となっています。
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2019年度事業活動収支予算書
　（単位：千円　端数未調整）

科　目 前年度予算
学生生徒等納付金 
手数料 
寄付金 
経常費等補助金 
付随事業収入 
雑収入 
教育活動収入計 
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
教育活動支出計 
教育活動収支差額 
受取利息・配当金 
その他の教育活動外収入 
教育活動外収入計 
借入金等利息 
その他の教育活動外支出 
教育活動外支出計 
教育活動外収支差額 

資産売却差額 
その他の特別収入 
法人負担金収入 
特別収入計 
資産処分差額 
その他の特別支出 
法人負担金支出 
特別支出計 
特別収支差額 

予備費 
基本金組入前当年度収支差額 
基本金組入額合計  
当年度収支差額  
前年度繰越収支差額  
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額
（参考）事業活動収入計
（参考）事業活動支出計 

9,626,740
440,700
96,000
444,876
190,850
160,448

10,959,614
5,753,564
4,407,237
602,363

10,763,164
196,450
23,500

0
23,500
12,805

0
12,805
10,695

207,145
0

7,087
32,000
39,087

0
0

107,120
107,120
△ 68,033
30,000
109,112

△ 954,875
△ 845,763

△ 12,163,598
0

△ 13,009,361
11,022,201
10,913,089

本年度予算
9,683,360
540,700
92,000
414,850
212,150
351,644

11,294,704
5,991,107
4,559,084
563,186

11,113,377
181,327
27,883

0
27,883
7,975

0
7,975
19,908

201,235
0

4,137
32,000
36,137

0
0

107,120
107,120
△ 70,983
30,000
100,252

△ 1,780,638
△ 1,680,386
△ 12,396,872

0
△ 14,077,258
11,358,724
11,258,472

差　異
56,620
100,000
△ 4,000
△ 30,026
21,300
191,196
335,090
237,543
151,847
△ 39,177
350,213
△ 15,123
4,383

0
4,383

△ 4,830
0

△ 4,830
9,213

△ 5,910
0

△ 2,950
0

△ 2,950
0
0
0
0

△ 2,950
0

△ 8,860
△ 825,763
△ 834,623
△ 233,274

0
△ 1,067,897
336,523
345,383
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（2019年4月1日から2020年3月31日）

経常収支差額

●学生生徒等納付金
　授業料、入学金、施設設備費、その他の実習費等。
●手数料
　入学検定料、証明手数料等。
●補助金
　国や地方公共団体等からの補助金。
●雑収入
　他のいずれの収入科目にも該当しないもの（本学では主に退職金財団からの交付金等）。
●人件費
専任の教員、職員、及び非常勤の教員、臨時職員に支給される給与、賞与、各種手当、
並びに健康保険、年金、労働保険などの大学負担分（所定福利費）と、退職給与引当
金繰入額の総額。
●教育研究経費
教育研究に直接要する経費の他、教育研究を補助するための事務費、学生厚生に要
する経費、入学試験の経費、及びこれらの諸活動を行う施設設備を維持する経費、並び
にその減価償却額の総額。
●管理経費
大学を運営する総務、人事、経理、対外的な広報活動に要する経費、教育研究に当た
らない事業に要する経費、及びこれらの諸活動を行う施設設備を維持する経費、並びに
その減価償却額の総額。
●基本金組入
学校会計では、学校の基礎となる資産、将来計画のための資産、基金（奨学基金等）と
して継続的に保持する資産、恒常的安定経営のための資金の4項目を基本金として確
保し、事業活動収入のうちから組み入れるように規定している。

●第1号基本金
校地・校舎・機器備品・図書などの固定資産を自己資金で取得した時に組み入れる
金額。
●第2号基本金
固定資産を将来取得する計画がある時に、計画的に先行して組み入れる金額。
●第3号基本金
計画に基づいて、奨学基金、研究基金などの資産が増加する時に組み入れる金額。
●第4号基本金
学校法人の円滑な運営に必要な運転資金の額で、ひと月分の運転資金に相当する額
を保持する金額。
●教育活動収支差額
本業の教育活動収支状況を見ることができる。
●教育活動外収支差額
財務活動による収支状況を見ることができる。
●経常収支差額
教育活動収支差額＋教育活動外収支差額＝経常収支差額と計算され、経常的な収
支バランスを見ることができる。
●基本金組入前当年度収支差額
単年度における事業活動全体の収支差額（バランス）を見ることができる。

  主な用語について

事業名 事業内容 2019年度予算
 （単位：百万円）

教育力の
強化

１）教育研究支援センター自律学習支援部門の設立による能動的・
自律的学修の推進

２）学生の学修実態と成果の調査及び授業・学修環境等の改善
３）授業時間と授業回数の変更（半期90分×15週⇒100分×14週）
による授業実施、時間割編成方針の見直し

１）能動的学修・自律的学修の推進　
　　　　　　　

２）学生の学修実態と成果の把握
３）2019（令和元）年度に向けて変更し
た新授業時間の実施と点検、時間
割編成方針の見直し

１）奨学基金募集事業の強化と奨学金
制度の検証

２）キャリア支援の強化

３）施設改修を含む食環境の整備

１）「獨協大学の国際化推進に関するビ
ジョン2018」の具現化

２）大学ホームページのリニューアル

１）オープンカレッジ等の生涯学習の場
の提供

２）リカレント支援
３）まちづくり連携

１）ＵＲから購入した校地の利用具体案
策定

２）旧部室棟の解体
３）中央棟・天野貞祐記念館の空調設
備等更新

4）東門電光サインボードの修繕

１）大学入学共通テスト導入への対応と
既存入試制度の検証

２）第3期認証評価への対応
３）教育研究支援の強化と現行制度・事
務組織の検証

2.3 

－
－

2.3 

１）奨学基金充実のための寄付金募集事業および第3号基本金（奨学
基金）の積増し継続、現行奨学金制度の検証

２）キャリアカウンセラーによる相談業務および各種キャリア支援講座
の実施

３）学生食堂の改修（2018（平成30）年度末実施）およびメニュー
の刷新他

0.9 

29.2 

4.4 

34.5 

１）国際交流センターとICZの近接配置による外国語学習・国際交流
拠点の集約化および機能連携によるグローバル化推進（2018（平
成30）年度末に国際交流センター移転）
送り出す留学生を対象とした安否確認サービス導入による危機管
理強化

2）英語版を含む大学ホームページのリニューアル

－

2.4

6.0 
8.4  

１）大学入学共通テスト導入への対応、本学入試制度の検証、インター
ネットによる入学手続きの導入

２）2021年度受審の大学基準協会の認証評価に向けた対応
３）「獨協アカデミックサポートサービス株式会社」を中心とした教育研究
支援の充実
現行制度と事務組織の検証・見直し、文書決裁の電子化および会
議のペーパーレス化等

 国際化・
グローバル
化の推進

１）オープンカレッジ(年間165講座)、シンポジウム等の開催

２）社会人の学習機会の拡充
３）地域住民との懇談会、草加市・UR都市機構との意見交換会等の開催

100.4 

－
0.3 

100.7

地域の知
の拠点化

１）2016（平成28）年度に取得した校地の利用具体案策定

２）東日本大震災後、使用禁止にしていた旧部室棟の解体
3）中央棟空調設備更新等による教育研究設備の修繕・更新

4）経年劣化した東門電光サインボードの修繕

20.0 

300.0 
250.0 

20.0 
590.0 

6.4 

0.1 
144.4 

1.5 

152.4 

施設の適正
維持管理と
資産の
有効活用

組織強化と
制度整備

学生支援
の強化

2019年度　主要事業計画
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